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• 宇宙の星形成史のピークであるz~2は(massive) 銀河が星形成を終えて
quiescentへ移行し始める時代。

• 銀河のMS (slope, normalization, scatter)は星形成史 (quench, merging) を表すが、
MSの評価方法は様々で、何らかの仮定を置くことが多い。

• 大規模サンプルから仮定無しでmain sequenceを定義する手法を確立した。
• NEWFIRM Ks-selectedカタログ (17.5deg2@SDSS stripe82, Ks~22.4AB) と多色測
光データから28469個 (既存の~40倍) の銀河 (z=1.5—3.0, Ms>1011Msun) を抽出。

z~2星形成銀河をnon-parametricに選択し、Main sequence (MS) を議論

↓Figure 1. 全サンプルでのMs-SFR分布。
・Massive endが(Qs,GV増加により) 徐々にflatに。

↓Figure 2. SF銀河の抽出。

↓Figure 7. 抽出したSF銀河のMs-SFR分布 (MS)と分散。
・Massive endのFlat化は見られないsSFRがあまり変わっていない。
・分散はMSの下側に偏っている従来の対称的なGaussian仮定は×。

Above MSではgas depletion timeが短いというALMA結果とconsistent。
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↑Figure 8. 他観測結果との比較。

Figure 9. シミュレーションとの比較。
↑Figure 3. Qs銀河の割合。
・Massiveほど高い downsizing


